
 
 

薬剤部 
 

１． スタッフ構成(2026 年 3 月時点) 

 倉田 知久(薬剤部長) 
 烏谷 政和(薬剤部次長) 
＜薬事調剤係＞ 
 伊藤 智徳(係長)、宇都本 孝夫、戸田 亮子、三浦 茜、 
宮内 美菜子、十亀 將輝、栗原 尚延、福井 佑里子、 
堀内 悠衣、中西 梨緒 

＜病棟薬剤係＞ 
 是永 壮史(係長)、原田 嵩大、尾上 裕貴、末廣 拓、 
新居田 能章、村井 望、上田 真由、上堂 莉穂、竹口 温子、

宮武 拓未、山本 美穂、岸 亮太、山本 明香里 
＜薬品情報係＞ 
 玉井 宏一(係長)、大下 幸子、越智 啓介、森田 早貴、 

秋山 真帆、宇和川 朝美、兵頭 紘代、西原 愛実 
＜化学療法係＞ 
 西畑 友尋(係長)、渡部 佳子、織田 高子、古田 光平、 

明下 佳祐、山田 千沙、松友 結花 
 

２． 認定資格取得(2026 年 3 月時点) 

資格名 資格取得者 
日本病院薬剤師会がん薬物療

法認定薬剤師 

玉井宏一、西畑友尋、十亀將輝 

日本臨床腫瘍薬学会外来がん
治療専門薬剤師 

西畑友尋 

日本緩和医療薬学会緩和薬
物療法認定薬剤師 

玉井宏一 

日本緩和医療薬学会緩和医
療暫定指導薬剤師 

玉井宏一 

日本病院薬剤師会感染制御
認定薬剤師 

是永壮史、末廣拓 

日本糖尿病療養指導士認定

機構日本糖尿病療養指導士 

渡部佳子 

愛媛地域糖尿病療養指導士

認定制度委員会愛媛地域糖
尿病療養指導士 

渡部佳子 

日本栄養治療学会 NST 専門

療法士 

三浦茜 

日本麻酔科学会周術期管理

チーム認定薬剤師 

伊藤智徳 

厚生労働省 DMAT 登録者 是永壮史、伊藤智徳、大下幸子、
古田光平、明下佳祐 

薬学教育協議会認定実務実
習指導薬剤師 

倉田知久、烏谷政和、玉井宏一、
是永壮史、西畑友尋、原田嵩大 

日本アンチ・ドーピング機構認
定スポーツファーマシスト 

伊藤智徳、尾上裕貴、秋山真帆 

日本薬剤師研修センター小児
薬物療法認定薬剤師 

大下幸子 

愛媛小児吸入療法研究会認

定吸入指導エリアマネージャ
ー 

原田嵩大 

愛媛小児吸入療法研究会認
定吸入指導インストラクター 

三浦茜、上田真由、宇和川朝美、
中西梨緒 

日本小児臨床アレルギー学会

認定小児アレルギーエデュケ
ーター 

原田嵩大 

日本循環器学会心不全療養
指導士 

原田嵩大、岸亮太 

日本病院薬剤師会病院薬学
認定薬剤師 

玉井宏一、西畑友尋、是永壮史、
原田嵩大、尾上裕貴、越智啓介、

末廣拓、村井望、十亀将輝、 
中西梨緒 

 

３． 運営方針 
チーム医療の一員として薬剤師の専門性を発揮し、良質で安全

な医療の提供に貢献する。 
 

４． 実績 
 がん化学療法への積極的な関与 
レジメン登録・管理、抗がん剤の調製、患者さんへの服薬指導

等を通して、がん化学療法に積極的に関与しています。 

■ 抗がん剤調製本数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 注射無菌調製(新生児使用の麻酔薬、手術室使用の心筋保

護液 GIK、硬膜外麻酔液等) 
中心静脈栄養注射以外にもクリーンベンチでの注射薬無菌調

製を実施しています。 

■ 注射薬無菌調製本数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 病棟業務の充実 
入院患者さんの薬物治療に積極的に関わる体制を強化してい

ます。患者さんの状態を直接確認しながら、安全で適切な薬物治

療を支援しています。 
入院時の持参薬の確認、処方内容の確認と提案、副作用の早

期発見、服薬指導、退院時の情報提供などを行っています。これ

らの取り組みにより、医師や看護師の業務負担の軽減にもつなが

っています。また、カンファレンスや回診にも参加し、チーム医療の

推進に貢献しています。 
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■ 薬剤管理指導料算定件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 薬剤鑑別 
持参薬は、薬剤師が確認を行い、医師が院内処方へ切り替える

際に安全に実施できるよう、採用・非採用などの情報を持参薬報

告として電子カルテに登録しています。 

■ 薬剤鑑別件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５． 2026 年度目標 

(1) 病棟薬剤師配置の拡大と病棟業務の標準化 
(2) 後発医薬品およびバイオ後続品の使用の促進 
(3) 薬剤管理指導業務の強化 

 

６． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 古田光平. 被災地における DMAT 活動について. 第 21 回愛媛県薬剤師

会学術大会. 松山 (2025.2.16) 
2. 上田彩加、渡部真志、玉井宏一、烏谷政和、倉田知久、吉田暉、大坪治喜、

白岡朗、京樂格、岡本憲省. メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患を誘因と

して脳梗塞を発症した 1 例. 第 50 回日本脳卒中学会. 大阪 (2025.3.6-8) 
3. 西畑友尋、西原愛美、明下佳祐、新居田能章、村井望、十亀將輝、末廣拓、

越智啓介、宇都本孝夫、松岡葉子、織田高子、玉井宏一、池内靖恵、山下

広恵、壷内栄治、烏谷政和、倉田知久. 愛媛県立中央病院におけるゾルベ

ツキシマブ(ビロイ®)の運用について. 第 14 回日本臨床腫瘍薬学会学術大

会 2025. 横浜 (2025.3.15-16) 
4. 西原愛実、新居田能章、村井望、十亀將輝、末廣拓、越智啓介、宇都本孝

夫、松岡葉子、織田高子、伊藤智徳、西畑友尋、玉井宏一、烏谷政和、倉

田知久. 愛媛県立中央病院におけるレジメンチェック体制の効率化に向け

た取り組み. 第 14 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2025. 横浜 (2025.3. 
15-16) 

5. 宇都本孝夫、堀内悠衣、岸亮太、宮武拓未、渡部佳子、伊藤智徳、西畑友

尋、玉井宏一、烏谷政和、倉田知久. 電子処方箋管理サービス利用開始に

伴う電子カルテの用法見直し. 第 63 回全国自治体病院学会 in 群馬. 群馬 
(2025.10.30-31) 

6. 山本美穂. 関節リウマチと炎症性腸疾患の生物学的製剤について. 第 147
回医療連携懇話会. 松山 (2025.11.12) 

7. 越智啓介、西原愛美、堀内悠衣、中西梨緒、山本美穂、栗原尚延、十亀將

輝、新居田能章、村井望、末廣拓、明下佳祐、宇都本孝夫、松岡葉子、西

畑友尋、玉井宏一、烏谷政和、倉田知久. 正確&効率的な抗がん剤薬歴業

務の新たな管理運用方法の構築. 第 61 回愛媛県立病院学会. 松山 (2025. 
11.15) 

8. 十亀將輝、末廣拓、村井望、越智啓介、明下佳祐、西原愛実、松岡葉子、

西畑友尋、玉井宏一、烏谷政和、倉田知久、山下広恵、池内靖恵、稲田千

春、平裕二、中瀬浩一. P-CLEAR®を用いた日常清掃による抗がん薬汚染

抑制効果. 第 61 回愛媛県立病院学会. 松山 (2025.11.15) 
9. 堀内悠衣、伊藤智徳、新居田能章、烏谷政和、倉田知久、村上太一. 薬剤

師による院内処方の代行修正について. 第 61 回愛媛県立病院学会. 松山 
(2025.11.15) 

10. 原田嵩大、中野友寛、末廣拓、十亀將輝、新居田能章、村井望、越智啓介、

古田光平、松岡葉子、大下幸、是永壮史 、西畑友尋、玉井宏一、烏谷政和、

倉田知久. 病棟薬剤業務標準化のための処方提案テンプレート作成と今後

の課題. 第 35 回日本医療薬学会年会. 神戸 (2025.11.22-24) 
11. 古田光平、原田嵩大、末廣拓、十亀將輝、新居田能章、村井望、越智啓介、

大下幸子、松岡葉子、中野友寛、是永壮史、西畑友尋、玉井宏一、烏谷政

和、倉田知久. 病棟薬剤業務標準化のための DI・相談応需テンプレート作

成と今後の課題. 第 35 回日本医療薬学会年会. 神戸 (2025.11.22-24) 
12. 越智啓介、末廣拓、十亀將輝、新居田能章、村井望、明下佳祐、山本美穂、

西原愛美、松岡葉子、中野友寛、渡部早苗、是永壮史、西畑友尋、玉井宏

一、烏谷政和、倉田知久. 院外薬局薬剤師を対象とした連携充実加算 web
研修会の開催と今後の課題(第 3 報). 第 35 回日本医療薬学会年会. 神戸 
(2025.11.22-24) 

13. 宇和川朝美、村井望、越智啓介、新居田能章、大谷真由、岸亮太、若藤孝

直、堀内悠衣. 未然防止型を使った調剤時の薬剤取り揃えミスの改善. 第 9
回医療現場における KAIZEN 研修 in 広島. 広島 (2025.11.29) 

14. 明下佳祐、末廣拓、本間義人. プロテアーゼ阻害剤とカルシニューリン阻害

剤を併用した COVID-19 2 症例における薬物血中濃度の推移と用量検討. 
第 73 回日本化学療法学会西日本支部総会. 福岡 (2025.11.28-30) 

15. 末廣拓、明下佳祐. 経口第三世代セファロスポリン系薬の採用中止による院

内の抗菌薬処方動向および AWaRe 分類比率への影響. 第 73 回日本化学

療法学会西日本支部総会. 福岡 (2025.11.28-30) 
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